・ソフトの概要

 リバーシの途中場面からの棋譜を再生するレバーシ場面トレイナーとレバーシトレイナーの技術から作られた、究極的な棋譜再現ソフトです。
・作者への連絡先(メールアドレス、掲示板 等)
kojiro_i6191＠yahoo.co.jp
・取り扱い種別(フリーソフト、シェアウェア 等)
フリーソフトです。
・動作環境
Windows7およびWindows10で動作確認しております。
１）このソフトは、マイクロソフト社のVisual Basicで作られています。普通のWindows10マシンでは、そのまま動きますが、もし動かない場合は、
https://dotnet.microsoft.com/download/dotnet-framework
にあります、「.NET Framework」のランタイムのソフトをインストールしておく必要があります。
２）R_show_proが実行ファイルですが、ダブルクリックすると最初は
[image: ]

が表示されます。
ここで、詳細情報をクリックしてから、実行キーを押すと、アプリが実行されます。

インストール：zipファイルを解凍して、デスクトップ上などに、置いてください。
アンインストール：フォルダごと、削除してください。ただし、棋譜のデータも削除されますので、CSVファイルは、バックアップした方が良いでしょう。

使用方法
概略：
R_show_pro.exeをクリックして、ソフトを起動します。CSVファイルを開いた状態では、起動しません。

<記録>
1.普通の棋譜の記録
例えば、以下の棋譜を記録するとします。
f5d6c3d3c4f4c5b3c2b4e3e6c6f6a5a4b5a6d7c7e7e8b6d8g3f7g5d1c1b1g6a7g8h6h5f8c8h4g4b2a1b7e1h3g7d2e2f2a2h8f3f1h7a3a8b8g1g2h1h2
これを、Moveの右の窓へ、張り付けます。
そして、下のYour Color(自分の色）を黒ないし白を設定し、Memoの下の窓に、この棋譜の題名を入力して、send dataボタンを押します。データが入っている一番
下のボタンの部分に、入力されます。
2.棋譜の途中からの変化の記録
では、Insertのボタンを押してみてください。すると、使っていたボタンの下のボタンが、自動的に空き、以降にデータがあったボタンは、自動的に１段ずれます。
この段階で、左下の<　>のボタンを押すと、この棋譜での場面を逆行させたり、進行させたりできます。手番は、自動的にPlayのColorに反映されます。自分が
記録したい場面で、Startボタンを押します。そこから、Boardをクリックして、手順を進め、記録が終わった場面で、Memoの窓に、この記録するもののメモを記入し
（もし記入しない場合はdummyという文字が記入されます）、send dataのボタンを押します。自動的に１段ずれたボタンに、送られます。send dataボタンの上のAuto
をいじりますと、送りたいボタンを設定できます。設定したボタンにデータが無い場合は、有効になり、そのボタンへ送られ、データがある場合は１段ずれたところへ
送られます。
version　1.05　から、それまで最初からの棋譜の途中挿入が１回だけだったのを、何回も入れることができるようになりました。

3.新しい場面設定してからの入力
これは、左上のNewを押します。Boardには石がない状態ですが、適当にクリックすると、黒石が配置されます。これは、左下のSetUpの色が黒石だからです。白石に設定すると
白石が配置され、Blankを押すと、石を消せます。初期の場面を設定できたら、手番をPlayの色に、自分の色をYour Colorに設定し、Startボタンを押します。
そこから、2と同様にして、Boardをクリックして手順を記録し、終わったら、Memoの窓にメモを記入し、Send dataボタンを押します。Autoの場合は、データ群がある、一番後方
に、自動的に送られます。設定し、そのボタンにデータがない場合は、そこへ送られます。
4.ファイルからの入力
WZebraのソフトで、初期場面を設定し、手順を進めて、Textファイルで、このフォルダにあるwz.textへ上書きします。そして、wz.textのボタンを押すと、手順が入力されます。
その後、自分の色を設定し、Memoにメモを記入し、2,3と同様に、Send dataボタンで、送ります。
5.棋譜の途中場面からの設定
f5から始まる、最初からの棋譜を、Recordの窓へ、貼り付けます。そして、Game inボタンを押し、> <のボタンを押し、設定したい初期場面までもって行き、自分の色を設定し、
Startボタンを押してから、後は3と同様です。
<記録：その他>
Startボタンの下に、ReShow Pic.ボタンがあります。これは、Startボタンを押した後に、間違えて記録をした場合、このボタンを押すとStart時に戻ることができます。

<出力>
1.ボタンを押すと、設定されたように、動きます。自分の色の場面で、設定したマスをクリックしながら、練習します。
2.各縦の列のボタンの一番下のボタンは、その列の中から、ランダムに選ばれて、練習をすることになります。
3.右下のBlackとWhiteのボタンは、自分の色の黒番、白番の記録から、ランダムに選ばれて、練習することになります。
4.Abstのボタンは、各ボタンの左側に、チェックボックスがありますが、ここに、チェックが入っている記録されたものについて、自動的に最初から、再生されます。一つの記録の
再生が終わるごとに、処理を続けるか否かを聞いてきますので、途中で終了する場合は、いいえを押してください。
5,右側のTillのリストは、手順再生の手順数を、その回数まで制限します。
6.Game in > < ボタンを追加しました。ボタンを押すと、棋譜がRecordのところに、出力され、Game inを押し、< >ボタンで棋譜を表示できます。ただし、このモードの時には、2の
棋譜の途中からの変化の記録はできません。ソフトの稼働には責任を持ちません。また、この機能は、最初から記録されている棋譜に限ります。
   

<その他>
1.CSVファイルのB8-B47までで、列の上のラベルの名前を設定できます。
2.CSVファイルのA2-A6までで、フォルダの名前を設定できます。
3.再生での間違いが１-2回は青色、3-4回は緑色、5-6回は黄色、7回以上は赤でボタンが色づけられます。All Color Clearのボタンは、それらの色をクリアーします。ただし、メモで
最後に!を付けますと、これは、よくある場面での間違い手順を示す場合に使うのですが、この場合は、ボタンの色が薄いピンク色に設定され、これは、変化しません。TrackBar（青色）
は、手順再生の速度を調整します。左側にすると、早くなり、右にすると遅くなります。
4.Color Clearはチェックを入れて、ボタンを押すと、ピンク色以外のそのボタンの色は白になります。
5.Pic.のテキストボックスに入力される、初期画面の場面のフォーマットについてです。これは、文字列の長さが64＋場面のさす色（Initial Color)と自分の色（Your Color)で66の長さの
文字列で表現されています。この中で、65番目までを選択、コピーしし、NBoard（Edaxなどを表すGUIソフトです）のEdit,Paste Boardを選びますと、Nboardに設定場面が、張り付けられ、
>|で、最終場面まで行きますと、同じ場面が設定でき、分析できます。



<WZebraの使い方>
WZebraをこのフォルダーの中に入れておいて、WZebraのメニューの対局、盤面設定を選択し、途中場面を設定し、そこからの展開をWzebraでクリックしながら、
最終場面まで進み、ファイル、出力、テキスト形式で、ファイルを、このフォルダにあるwz.txtへ上書き保存し、左下のwz.textを押すと、最終場面、そこまでの棋譜、初めの場面のデータが、
Moveのテキストボックス、Pic.のテキストボックスに表示されます。Memoのテキストボックスに、この場面の自分なりのコメントを入力し、Your Colorでこの場面でのあなたの色を選んで
Send dataボタンを押してください。Wzebraは一度、このフォルダに、テキストファイルを出力しておくと、次から、自動的に選ばれます。

Version 1.00: 2017/04/16
Version 1.01: 2017/04/29:wzボタンでの入力で、最後まである棋譜の不具合を修正
Version 1.02: 2017/05/15:All Color Clearボタンのエラーの修正、sendボタンの列の部分を選ぶだけで、送れるように修正、Showモードでの初期化ボタンの不具合を修正
Version 1.03: 2017/07/31:Button_memoを追加
Version 1.04: 2017/08/28:Game in > < ボタンを追加
Version 1.05: 2017/09/13:最初からの棋譜の途中挿入が１回だけだったのを、何回も入れることができるようになった。
Version 2.00: 2017/11/05:最初からの棋譜の途中挿入の致命的エラーを改善。
注意：Version 1.05までで、最初からの棋譜の途中挿入を行ったデータで、Move recordに表示される棋譜をWzebraなどに張りつけた場合、正しい棋譜でないというメッセージが出るものについては
そこから、あらたな場面設定はできませんので、Version 2.00のソフトで、作り直してから、新しい場面を作成してください。
Version 2.01: 2017/11/09:再生再現でのエラー数によるカラー表示ができなくなったのを改善
Version 2.02: 2014/01/24:動作環境として.NETのダウンロードと、初期の方法について記載


2024/01/24　by kojiro for Reversi fan.
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